
2024兵庫県議会

　１月１日の能登半島地震、２日には航空機事故が発生し、緊張感
高まる令和６年のスタートになりました。亡くなられた方々に心から
哀悼の誠を捧げるとともに、被害に遭われた方々にお見舞いを申し
上げます。一日も早い生活再建、被災地の復旧・復興に議会としても
兵庫県、関西広域連合とともに積極的に取り組んでまいります。
　また、緊迫する国際情勢、国内では物価高騰が続いています。安
全で安心な社会の実現が一層求められています。そのような中、今
年も１月17日を迎えました。阪神・淡路大震災は私が政治を目指し
た原点。29年前を偲びながら、感謝の思いと決意を新たにしました。
来年は震災から30年を迎えます。災害の記憶は30年で風化すると
言われていますが、先行きが不透明で不安感が漂う今だからこそ、
経験と教訓を次世代に伝え、活かしていかなければなりません。
震災からの復興で心から感じた人と人の絆、自然との共生の大切さ
を具体の行動で示していきたいと改めて誓いました。
　今年は５月に神戸で世界パラ陸上が、７月からはパリでオリンピッ
ク・パラリンピックが開催されるなど、今年もスポーツが熱い一年に
なりそうです。７月には新紙幣が発行されます。一万円肖像画は渋沢
栄一です。
　夢なき者は理想なし。理想なき者は信念なし。信念なき者は計画なし。
計画なき者は実行なし。実行なき者は成果なし。成果なき者は幸福なし。
ゆえに幸福を求むる者は夢なかるべからず。
　これは渋沢栄一の言葉とされる「夢七訓」です。安全・安心な社会
を築き、誰ひとり取り残されることのない、「躍動する兵庫」を目指して、
夢をもって前に進んでいきましょう。
　この一年も「まっすぐに ひたむきに 県政へ全力投球」してまいります。
一層のご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。

「ひょうご安全の日 1.17のつどい」に参列、
  亡くなられた方々に真心を込めて献花

震災の犠牲者に鎮魂を捧げる
神戸ルミナリエ会場にて

災害に
備えよう！

第���回�月定例県議 �月��日から�月��日の
日程で開催中 予定

　２月27日（火）の一般質問では14時45分頃から県公館で初めて登壇します。第366回２月定例県議会は、
「攻めの県政」の骨格となる令和6年度当初予算案など重要案件が審議されます。
齋藤知事をはじめとした県幹部に「飛躍ひょうご」をめざし、攻めの姿勢で提案型の質問を行う準備を進め
ています。傍聴も簡単にできるようになっていますので、ご希望の方は県公館南玄関からお入りください。
詳しくは兵庫県議会ホームページ（検索：兵庫県議会　傍聴）でご確認を。

県議会本会議が開かれる県公館。
明治35年(1902年)に県本庁舎として建設され、
県政の歩みを刻んできた明治の香り漂う歴史的
文化遺産です

第366回定例兵庫県議会の審議状況をインターネットで中継します。
インターネットでは録画配信も行っておりますので、是非、ご覧ください。
【インターネットでの視聴方法】 右のQRコードを読み取りの上、ご覧ください。

安全・安心な暮らしを守る

若者・Ｚ世代への支援

地域ポテンシャル活かした持続的発展

県政改革のさらなる推進

・能登半島地震の教訓を踏まえた地域防災対策
・特殊詐欺など犯罪、事件等、防犯対策を強化
・物価高騰による経済、生活への影響の緩和　など

・万博に向けたフィールドパビリオン等の展開
・県市連携による人口減対策、地域の魅力発信
・有機農業を含む環境創造型農業の展開　など

・分収造林事業、地域整備事業会計の赤字・借金問題など負の遺産
  の解消、外郭団体や厳しい収支状況が見込まれる県立病院事業
  など財政課題に対して県民本位の議論による県政改革を推進

・県立大学授業料等無償化など教育の負担軽減
・兵庫型奨学金返済支援制度の拡充
・子育て世帯への住宅支援の推進　など



国宝太山寺阿弥陀堂 にて
文教常任委員会の調査に地元
議員として同席（1月30日）。
本堂は神戸で唯一の国宝で鎌倉
時代のものであり地元の歴史、
誇りを改めて実感

昭和４１年４月１５日生まれ(Ｂ型)　　
西区学園西町在住
白陵中・高、神戸商科大学（現兵庫県立大学）卒、
サラリーマン生活を経て、
阪神淡路大震災直後、会社を退社、代議士秘書
平成15年、二度目の挑戦で県議会初当選

（以降6期連続当選）

〔現　　在〕 兵庫県議会議員〔６期〕
兵庫県都市計画審議会　委員
公益財団法人兵庫県スポーツ協会  評議員
兵庫県自転車競技連盟  会長　他

〔主な経歴〕 関西広域連合議会  議員〔2期〕
兵庫県監査委員
兵庫県議会議会運営委員会  副委員長
予算特別委員会  副委員長
兵庫県産業労働常任委員会  委員長
兵庫県農政環境常任委員会  委員長
ひょうご県民連合議員団  団長　他 要職を歴任〔趣 味〕 ドライブ、自転車、登山(日本100名山踏破)　他

��歳を機に議会の活動を第�ステージと
位置づけ、特定の政党に属さず精力的に活動中。

編集後記　　　　　　　　　県議会の関心を高めるため、若者目線で取組を発信する高校生版の議会だより
　　　　　　　　を令和元年から作成してきました。今年度は公募で選ばれた34名の高校生が若者
向け議会広報ポータルサイトを開設することになり、独自の目線から議会や議員を取材し、コンテンツ
を作成します（近日、議会ＨＰに公開予定）。私も昨年12月13日に宝塚市にある雲雀丘学園高校の生徒からインタビューを受けました。 
まわりの高校生は県や議会への関心が低いとの報告を受け、生徒たちが考えた県や県議会への関心を高めるための３つの提案
 「高校生県議会の開催」「副音声付県議会中継の実施」「野外公開県議会の開催」を受けました。日々、駅頭などで高校生の姿に常に
接していますが、率直な声をじっくりと聞くことができ、反省とともに刺激を受けました。県議会に身を置くものとして、高校生の思いを受
け止めて、２月定例県議会は「高校生県議会」（仮称）の開催について質問する予定です。

総務常任委員会活動報告
　閉会中の継続調査事件として1月16日に「公民連携によるSDGsの推進」

「万博開催に向けた取組」、２月13日は「地方分権」についてをテーマに開催
されました。また午後からは総務常任委員会の今年度の特定テーマである

「スポーツの持つ多面的な価値を生かしたスポーツ行政」について講師を招
いて講演をしていただき意見交換を行いました。

管内調査：�月��日～�月��日　阪神地区

〇神戸県民センター：主要施策などの説明を受けてから質疑応答。その後、
　神戸県民センターのある新長田合同庁舎のサテライトオフィスを視察。
〇県立尼崎の森中央緑地（尼崎スポーツの森）：工場跡地に13万本の苗木
　を植え、多様な生物がくらす生物多様性の森を100年かけて作っています。
　私が10年くらい前に植樹したどんぐりの木も（どの木か分かりませんでした
　が…）。神戸市出身でフィギュアスケート北京五輪銅メダリストの坂本花織
　さんらも練習するスケートリンクも見学。
〇株式会社ストークス：プロスポーツクラブ（バスケット）と連携した地域活性化
　の取組について説明を受け意見交換。私からは神戸でホームスタジアムとして
　建設中のアリーナ周辺のナイトタイムの活性化などについて質問・要望しました。
　

〇県立芸術文化センター：阪神・淡路大震災からの「心の復興・文化の復興」
　のシンボル。世界的な指揮者の佐渡裕さんが芸術監督を務めています。
　施設概要や取組等、また国内外にわたる芸術文化の創造と交流の推進に
　ついて説明を受けた後、意見交換を行ってから施設見学。
〇阪神北県民局：主要施策の概要説明を受けてから質疑応答。私からは県民
　局から案内していただき参加した「ひょうご北摂里山ライド」（自転車イベント
　10/29）で気付いた点について指摘（管内でサイクルツーリズムをしっかり
　推進していただいていることには感謝しています）。
〇県立尼崎青少年創造劇場（ピッコロシアター）：県立ピッコロ劇団（全国初の
　県立劇団）による創作公演活動など上質な舞台芸術を創造し、みんなが気軽
　に鑑賞できる場を提供。施設概要や取組などの説明を受けてから質疑応答。
　その後、施設見学。
〇阪神南県民センター：主要施策等の説明を受けてから質疑応答。

西宮市：芸術文化センター中ホールにて尼崎市：尼崎スポーツの森にて

能登半島地震  オール兵庫で支援
　能登半島地震の被災地での救助活動などに取り組むため、１月15日に県広域防災
センター（三木市）で行われた「緊急消防援助隊兵庫県大隊」の出発式に参加。本来
なら私自身がなんとかお手伝いに行きたいところですが、いまはまだ足手まといにな
るだけなので、消防職員に私の想いを託して県内の24消防本部等52隊182人を激励
するために駆け付けました。神戸市消防局からは内48人が派遣されました。
　兵庫県をはじめとした８府県４政令市で構成する関西広域連合ではカウンターパート（対口支援）方式で被災地を支援しており、兵庫県は石川県
珠洲市を担当、県と市町による支援本部を設置し、オール兵庫で支援しています。自治体職員、消防、医療チーム等の派遣を継続するとともに、応急
仮設住宅の建設や被災者のこころのケア、ボランティア支援、復旧・復興計画策定に係る知見の提供など今後、想定されるニーズに的確に対応し、
兵庫県ならではの被災地に寄り添った息の長い支援に取り組みます。 (2月9日までに6次256隊のべ890人派遣）

緊急消防援助隊兵庫県大隊の出発式に参加


